C-2. 研究におけるコンピュータの利用環境の向上 by 小国 力 et al.
C-2.
1995年 度 総 合 理 学 研 究 所 共 同 研 究 報 告 書
研 究 テ ー マ
研 究 代 表 者
共 同 研 究 者
研 究 期 間
研 究 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 環 境 の 向 上
小 国 力(神 奈 川 大 学 理 学 部 教 授)
小 島 一一元(神 奈 川 大 学 理 学 部 教 授)
長 谷 川 秀 彦(図 書 館 情 報 大 学 講 師)
1995年4月1日 一1996年3月31日
研 究 の 背 景
最 近 の コ ン ピ ュ ー タ/通 信 技 術/ソ フ ト ウ ェ ア の 発 展 に 合 わ せ 、 こ れ ら 最 新 の 技
術 を 研 究 の 分 野 へ 取 り 入 れ 、 研 究 の 質 を 高 め る 必 要 が あ っ た。 本 研 究 の 研 究 項 目
と し て は 、
1.超 高 級 言 語MATLABとMathematicaの 普 及 お よ び そ れ を 利 用 し た 自 然 現 象 の モ
デ ル 化 。
2.イ ン タ ー ネ ッ トを 利 用 し た 欧 米 の 情 報 へ の ア ク セ ス 技 術 の 獲 得 。
3.LaTeXな ら び に ハ イ パ._..テ キ ス ト を 利 用 し た 研 究 報 告 作 成 技 術 の 確 立 。
4.仮 想 並 列 計 算 機PVMの 適 用 。
5.数 値 解 析 法 ソ フ ト ウ ェ ア の 整 備 。
を 取 り 上 げ 、 研 究 成 果 を 公 表 さ せ る こ と を 目 的 と し た。
研 究 成 果
研 究 テ ー マ 別 の 成 果 は 次 の 通 り で あ る。
1.武 内 研 究 室 で のLotka-Bolteraモ デ ル の 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 支 援 し、 モ
デ ル の 実 行 と グ ラ フ ィ ッ ク 出 力 を 従 来 のFortranに よ る も の と 比 べ10倍 の 生 産
性 を 達 成 し た。 こ れ に よ り 物 理 系 モ デ ル の 解 析 にMATLABが 非 常 に 有 用 で あ る
と と も に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の た め の 技 術 が 不 要 な こ と を 明 ら か に し た。
2.学 部 内 で イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 お よ び ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成 を 推 進 し た 。 こ れ
に よ り、 海 外 と の 共 同 研 究 や 情 報 の 交 換 が 迅 速 に 行 え る よ う に な っ た 。
3.LaTeXの 利 用 技 術 を 大 学 院 生 と と も に 確 立 し、 出 版 に 役 立 て た 。
・MATLABと 使 用 の 実 際 現 代 の 応 用 数 学 と グ ラ フ ィ ッ ク ス 小 国 力 著 サ イ
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エ ン ス 社
・ 「シ ス テ ム 」 と私 た ち 小 国 力 著 日 本 評 論 社
こ れ ら の 技 術 は 論 文 作 成 に も 当 然 利 用 で き る。
4.イ ン タ ー ネ ヅ トを 利 用 し た ハ イ パ ー テ キ ス トに よ る 研 究 成 果 の ま と め 方 に
つ い て の 調 査 を 行 っ た。
5.米 国 製 の 並 列 仮 想 計 算 機PYM'(ParallelVirtualMachine)の 研 究 を 推 進 し、
そ の 技 術 を 利 用 し て 富 士 通 の 並 列 計 算 機AS-1000用 シ ミsレ ー タ を 開 発 し た。
こ れ に よ り 大 規 模 計 算 の 可 能 性 が 高 ま っ た。
6.テ ネ シ ー 大 学 な ど で 開 発 さ れ た 行 列 計 算 用 ソ フ トウ ェ アLAPACKと 反 復 法 用
Templateを 導 入 し、 翻 訳 出 版 し て 、 国 内 の 研 究 者 の 環 境 を 整 え た。
・行 列 計 算 用 パ ッ ケ ー ジLAPACK利 用 の 手 引 小 国 力 訳 丸 善
・反 復 計 算 法Te団plate長 谷 川 秀 彦 他 訳 朝 倉 書 店
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